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The preference for the occupation, which influences vocational decisions of the students taking teacher-training course was considered by targeting 
university students (N=104) who completed a questionnaire developed by Morita (2006). The results showed that vocational decision is influenced 






















A 市内の私立 B 大学で，教職科目の教育心理学を受講
している文学部の学生 104 名を対象とした。性別の内訳
は，男子 53 名，女子 51 名であった。学年の内訳は，2 回
生 78 名，3 回生 16 名，4 回生 8 名，5 回生 2 名であっ


























＊所属 大阪観光大学 観光学部／教育心理学 












「当てはまらない（1 点）」の 5 件法で評定を求めた。 
 
（3）手続き 





















































































 職業決定尺度の 4 項目の信頼性係数αを求めたとこ































た。モデルステップの要約を Table 5 に示した。さらに，
選出されたモデルにおける各項目の偏回帰係数とその検
定結果は Table 6 の通りであった。 
モデル R2 は 0.5133 で有意だった（F (3,100) = 35.161, 
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1 2 3 4 h2
A15仕事を通して、「学校で勉強したことが役立っている」
と感じられる職業
0.859 0.051 0.069 -0.036 0.747
A20学校で学んだ知識や技術を活かすことのできる職業 0.846 0.064 0.065 0.052 0.726
A5仕事の内容と学校で学んだことの関連が深い職業 0.819 0.044 -0.016 0.095 0.683
A10学校で学んだことを、仕事の中で発展させていく
ような職業
0.773 0.072 0.169 0.244 0.691
A24世間の人々から「先生」と呼ばれるような職業 0.403 0.242 -0.045 -0.008 0.651
A9世間の人々から尊敬されるような職業 0.147 0.678 0.098 0.070 0.495
A4「社会的な地位が高い」と感じられる職業 -0.041 0.667 -0.030 -0.018 0.448
A13「この仕事をすることが世の中のためになっている」
と感じられる職業
0.040 0.534 0.267 0.038 0.359
A3一部の人間だけでなく社会全体のためにもなる
ような職業
0.088 0.514 0.320 0.234 0.430
A18「世の中になくてはならない」と感じられる職業 0.313 0.495 0.162 0.091 0.378
A29「将来的に安定している」と感じられる職業 -0.005 0.488 -0.129 0.055 0.257
A30「自分はこの仕事を任されている」と感じられる
職業
0.111 0.482 0.313 0.068 0.347
A19資格を持つ人々だけが仕事をすることを許される
職業
0.127 0.380 0.162 -0.182 0.219
A21自分の考えで仕事を工夫していくタイプの職業 0.027 0.273 0.759 0.050 0.654
A1自分の判断によって仕事を進めるような職業 -0.013 0.194 0.733 0.070 0.580
A11仕事の目標は自分で立てていくタイプの職業 0.133 0.252 0.730 -0.059 0.618
A6仕事のやり方は自分で考えていくタイプの職業 0.211 -0.252 0.569 0.085 0.440
A26他人の指示に従って仕事を進めるような職業 0.056 -0.011 -0.557 0.017 0.314
A7仕事をする仲間どうしのつながりが深い職業 0.177 0.161 0.040 0.807 0.711
A2仲間同士で助け合いながら仕事をする職業 0.168 0.233 0.014 0.754 0.651
A17「チームで仕事をする」という機会がほとんど
ない職業
-0.078 0.160 0.063 -0.586 0.379
A12仕事をする仲間どうしが互いに励ましあう雰囲気
のある職業
0.168 0.331 0.091 0.546 0.444
A27仕事のルールは仲間同士で決めていくタイプの職業 -0.070 0.084 0.110 0.494 0.268
A22同じ仕事をしている人間どうしで話をするような
ことがあまりない職業
0.067 0.227 0.038 -0.485 0.293
説明分散 2.884 2.313 2.280 2.341
寄与率 0.223 0.127 0.108 0.095






































.280** .146 .189 .128 .175 .093 .303**
社会性志向 .321** .151 .080 .236* .625** .173
自律性志向 .075 .389** .635** .154 .221*
仕事仲間との連携志向 - .100 .190 .081 .738**




**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。
*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。
尺度 平均 SD 最大値 最小値
知識・技術の習得と発展志向 18.58 4.66 30 5
社会性志向 33.86 5.12 48 20
自律性志向 19.95 3.80 30 9
仕事仲間との連携志向 25.32 4.16 36 15
職業決定 13.85 2.29 20 6
自己向上志向動機 55.45 9.01 75 26
上位志向動機 26.82 5.59 39 10
対人志向動機 32.01 5.71 45 18
Table2　各下位尺度得点の基礎統計量
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1 2 3 h2
C27努力や能力を必要とする仕事がしたい 0.755 0.045 0.096 0.582
C35仕事で成功するためには決して努力を惜しまない 0.750 0.146 0.124 0.599
C34将来仕事で活用できる知識や技術を身に着けたい 0.731 0.146 0.005 0.556
C7仕事に活かせる事なら何でも学ぶつもりだ 0.664 0.144 0.040 0.463
C15将来就きたい職業のために努力しようと思う 0.659 0.029 0.056 0.438
C30日常生活の中で、仕事に役立つことは 何でも
吸収していきたい
0.639 0.043 0.149 0.432
C26将来就きたい職業がはっきり決まっている 0.606 -0.048 0.111 0.382
C38将来したい仕事に役立つ資格や免許を取得するつもりだ 0.605 0.097 0.002 0.375
C37誰かの案に従うのではなく、自分で 計画を立てる
ような仕事がしたい
0.567 0.106 -0.039 0.334
C23将来就こうと考えている職業に関する情報には興味がある 0.556 -0.168 0.260 0.405
C16自分の個性が活かせる仕事をしたい 0.522 -0.005 0.338 0.388
C20いつも目標をもって仕事をしたい 0.522 0.148 0.122 0.310
C19将来就こうと考えている職業について自分で調べようと思う 0.494 -0.074 0.274 0.324
C4将来就こうと思う職業について考えるのは楽しい 0.462 0.069 0.367 0.352
C31仕事を通じて自分を向上させたい 0.375 0.283 0.250 0.283
C13地位や名誉をもたらす職業に就きたい 0.116 0.810 -0.079 0.676
C33職場では高い役職に就きたい 0.033 0.808 -0.028 0.654
C22世間で名前の通った企業や団体に就職したい -0.068 0.771 0.130 0.616
C29周りから称賛されるような仕事をしたい 0.031 0.664 0.127 0.458
C6人より優れた仕事をすることが重要だ 0.278 0.630 -0.017 0.475
C14給料のいい職業に就くことは充実した生活に欠かせない -0.096 0.544 0.065 0.310
C9昇格や昇進の機会がある仕事を得ることは重要だ 0.041 0.528 0.148 0.303
C11何か価値ある業績をあげようと考えている 0.318 0.494 -0.178 0.377
C3人と張り合えるような仕事をしたい 0.315 0.362 0.144 0.251
C21常に多くの人との出会いがある仕事をしたい 0.226 0.106 0.733 0.599
C24周囲の人々とコミュニケーションしながら仕事を進めたい 0.210 0.028 0.697 0.530
C28職場では周りの人々との調和が何よりも大切だ 0.174 0.004 0.669 0.478
C17仕事そのものでなく職場の人間関係に興味がある -0.010 0.058 0.661 0.440
C2仕事を通じて得たい最大の満足は、人との交流から
得られる満足感だ
0.362 0.031 0.583 0.471
C12職場では一生付き合える友人を作りたい -0.092 0.077 0.556 0.324
C8仕事を通じて色々な人に出会いたい 0.377 -0.023 0.533 0.427
C5個人の努力が重視される仕事ではなく 集団の努力が
重視される仕事をしたい
0.017 0.063 0.473 0.288
説明分散 5.185 3.691 3.060
寄与率 0.255 0.127 0.100
累積寄与率 0.255 0.382 0.482
Table3 就業動機尺度の因子分析結果
因子




Step 項の増減 df 残差増分 df 残差逸脱度 BIC
1 ー ー 99 260.78 415.97
2 -知識・技術の習得と発展志向 1 2.7592 100 263.54 412.42
Table5　モデル選択ステップの要約
偏回帰係数 標準誤差 t値 p値 stb
(切片） 1.4432 1.524 0.947 0.3459 ー
社会性志向 -0.1132 0.0507 -2.2351 0.0276 -0.1919
自律性志向 0.0917 0.0262 3.5018 0.0007 0.2980
仕事仲間との連携志向 0.4123 0.0504 8.1794 0.0000 0.6357
注）stbは標準偏回帰係数を表す
Table6　偏回帰係数の検定
